
腎臓移植登録時の注意事項 
 
１）移植時の医学的不適応について 
 ・全身麻酔に耐えられない心不全、呼吸不全 
 ・免疫抑制療法の続行に支障をきたす精神状態 
【治癒の見込みがあれば登録更新は可能】 
・活動性の感染症（感冒、上気道炎、非治癒結核、急性肝炎など） 
・活動性の出血性消化性潰瘍 
・進行性の肝障害（慢性肝炎 B型・C型の急性憎悪、薬剤性肝障害） 

【更新は可能だが、レシピエント選定は保留扱い。待機期間のみ加算】 
  ・悪性腫瘍非根治例（腫瘍残存例、術後早期（５年以内）） 
   ※ただし、HTLV-1陽性者、透析腎癌術後は除外 
 
２）腎臓移植時に問題となりやすい症例と透析施設で記入していただきたい情報 

問題点 記入していただきたい情報 

心血管系合併症 

心機能（UCG、CTR、ECGなど） 
血圧（透析時の変化） 
高脂血症 
服薬状況 

感染症 治療歴・現在の状況 
消化性潰瘍 治療歴・現在の状況 
腎性上皮小体機能亢進症 
透析アミロイドーシス 

PTH、手術歴、異所性石灰化、DSA、心・消化器症状 

肝機能障害 障害の程度、原因 
悪性腫瘍 スクリーニングの結果、手術歴、術後経過の状態 
抗血小板剤・抗凝固剤の服用の有無 服用している場合は、具体的な薬剤名と服薬量 

 
３）実際の問題症例について 
 （注…現在登録をしているが、実際の移植となった場合には検討を要するであろう症例） 
 ・膀胱腫瘍全摘出後 
 ・尿路変更後尿路感染 
 ・脳血管障害（右片麻痺、言語障害） 
 ・慢性心不全 
 ・署名な心雑音 
 ・CAPDによる硬化性腹膜炎 
 ・子宮内膜症による子宮摘出後 
 ・悪性腫瘍手術後完治期間に達せずあるいは現状不明 
 ・狭心症発作あり 
 ・急性心筋梗塞後 
 ・重傷慢性動脈閉塞症 
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